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藤川 拓

（（
近近
畿畿
生生
ココ
ンン
関関
連連
協協
議議
会会
））
とと
一一
般般
社社
団団
法法

（
近
畿
生
コ
ン
関
連
協
議
会
）
と
一
般
社
団
法

人人
西西
日日
本本
建建
設設
関関
連連
オオ
ーー
ナナ
ーー
会会
のの
集集
合合
交交
渉渉
はは
、、
昨昨
年年
同同

人
西
日
本
建
設
関
連
オ
ー
ナ
ー
会
の
集
合
交
渉
は
、
昨
年
同

様様
にに
ココ
ロロ
ナナ
感感
染染
対対
策策
をを
優優
先先
しし
、、
労労
使使
双双
方方
代代
表表
者者
にに
よよ

様
に
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
優
先
し
、
労
使
双
方
代
表
者
に
よ

るる
交交
渉渉
をを

月月

日日
のの

年年
春春
闘闘
要要
求求
趣趣
旨旨
説説
明明
かか
らら
第第

る
交
渉
を

月

日
の

年
春
闘
要
求
趣
旨
説
明
か
ら
第

回回
（（

月月

日日
））、、
第第

回回（（

月月

日日
））にに
行行
いい
、、

月月

回
（

月

日
）、
第

回（

月

日
）に
行
い
、

月

日日
にに

年年
春春
闘闘
確確
認認
書書
のの
調調
印印
にに
至至
りり
まま
しし
たた
。。

日
に

年
春
闘
確
認
書
の
調
印
に
至
り
ま
し
た
。

・
オ
ー
ナ
ー
会
の

春
闘
合
意
に
も
と
づ
き
、
関
西

支
部
で
は

月

日
、
建
交
労

会
館

階
ホ
ー
ル
に
て
セ
メ
ン

ト
生
コ
ン
関
連
職
場
代
表
者
を

集
め
て
生
コ
ン
部
会
を
開
催
し
、

年
春
闘
の
到
達
お
よ
び
個
別

交
渉
の
す
す
め
か
た
に
つ
い
て

意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪
広
域
協
は
こ
れ
ま
で
生

コ
ン
価
格
の
適
正
化
を
す
す
め
、

来
年

月
以
降
の
受
付
分
か
ら

円

の
値
上
げ
を

す
る
こ
と
を
発
表
し
、
セ
メ
ン

ト
、
骨
材
原
材
料
の
高
騰
、
輸

送
運
賃
引
き
上
げ
な
ど
に
対
応

し
、
関
連
業
界
お
よ
び
労
働
者

に
も
適
正
な
分
配
が
で
き
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
が
、
と
り
わ
け
経
済
要
求

に
つ
い
て
は
、

年
春
闘
か
ら

年
間
は
労
使
関
係
企
業
に
お

け
る
賃
上
げ
を
「
現
行
通
り
」

と
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
賃
金

の
趣
旨
に
基
く
正
規
雇
用
化
も

全
体
的
に
進
ま
ず
、
一
部
の
企

業
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。年

前
の
大
同
団
結
以
降
、

市
況
対
策
の
成
功
に
よ
り
協
組

加
盟
各
社
は
生
コ
ン
会
社
と
し

て
の
再
建
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
収
益
を
あ
げ
て

い
る
現
状
の
も
と
、
今
春
闘
に

お
い
て
は
、
そ
の
利
益
を
適
正

に
分
配
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

経
済
要
求
の
賃
上
げ
・
一
時

金
に
つ
い
て
は
、「
各
社
の
実

個
社
交
渉
で
前
進
あ
る
回
答
を

年
春
闘
合
意
内
容

情
を
踏
ま
え
個

社
協
議
と
す
る
。

但
し
、
各
社
は

誠
実
に
協
議
し

円
満
解
決
を
図

れ
る
よ
う
に
努

め
る
」
と
し
ま

し
た
。
そ
の
他

の
合
意
事
項
は

以
下
の
と
お
り

で
す
。

日
々
雇
用
労

働
者
の
日
額
賃

金
お
よ
び
諸
条

件
な
ど
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

は
、
継
続
協
議

と
し
、
但
し
、

日
額
賃
金
が円

に

満
た
な
い
社
に

つ
い
て
は
、
各

社
誠
意
を
も
っ

て
協
議
し
底
上

げ
を
図
り
日
額

賃
金円

に
到
達
さ

せ
る
こ
と
と
す

る
。制

度
・
政
策

要
求
の
人
員
補

充
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
い
ま

だ
業
界
で
働
く

労
働
者
の

割

が
非
正
規
労
働

者
で
あ
り
、
慢

性
的
な
人
手
不

足
解
消
に
向
け

て
確
立
さ
れ
た

モ
デ
ル
労
働
協

約
・
モ
デ
ル
賃

金
を
基
本
に
、

諸
法
律
を
順
守

す
る
こ
と
を
基

本
に
各
社
協
議

す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
年

間
休
日

日
の
確
認（
週
休

日
制
）、
定

年
制
・
雇
用
継
続
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
、
熱
中
症
対
策
や

・
オ
ー
ナ
ー
会
が
す
す

め
る
運
転
手
不
足
解
消
に
む
け

て
新
人
研
修
お
よ
び
人
材
育
成

の
問
題
な
ど
の
課
題
克
服
に
む

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
魅
力
あ

る
業
界
の
発
展
を
目
指
す
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
意
後
の
す
す
め
か
た
、
継
続

審
議
事
項
に
つ
い
て
も
確
認

ま
た
、
春
闘
確
認
書
の
合
意

後
の
す
す
め
か
た
を

よ
り
提
起
し
、

年
春
闘
で
合
意
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
オ
ー
ナ
ー
会
各

社
に
周
知
徹
底
し
て
い
た
だ
く

こ
と

が
提
出
し
た
要
請

書
「
日
々
雇
用
保
険
制
度
の
運

用
見
直
し
」
に
つ
い
て
正
確
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
オ

ー
ナ
ー
会
各
社
に
周
知
・
徹
底

し
て
い
た
だ
く
こ
と

労
供
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

は
じ
め
と
す
る
継
続
協
議
に
つ

い
て
、
そ
の
す
す
め
方
に
つ
い

て
も
協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と

春
闘
合
意
後
の
個
別
交
渉
に

お
い
て
も
、
円
満
解
決
が
図
れ

る
よ
う
に
、
関
係
各
社
に
徹
底

し
て
い
た
だ
く
こ
と

以
上
の

点
で
、
合
意
後
の
す

す
め
か
た
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。
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建
交
労
大
阪
府
本
部
と
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
は
、

月

日（
日
）、

時
折
強
い
風
と
小
雨
が
降
る
中
、
ト

ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ

台
と
宣
伝
カ
ー

台
で
大
阪
市
此
花
区
の
舞
洲
ス
ポ

ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
陸
駐
車
場
か
ら
な

ん
ば
・
敷
津
交
差
点
ま
で
ト
ラ
ッ
ク

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
舞
洲
ス
ポ
ー
ツ
ア

イ
ラ
ン
ド
陸
駐
車
場
に
パ
レ
ー

ド
に
参
加
す
る
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ

ン
プ
と
宣
伝
カ
ー
が
整
列
し
、

午
前

時

分
に
組
合
員

人

が
結
集
し
て
決
起
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

集
会
は
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
・
芦
崎
事
務
局
長
の
司
会
進

行
で
始
ま
り
、
冒
頭
に
主
催
者

を
代
表
し
て
大
阪
府
本
部
・
前

村
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、

対
象
職
場

中

職
場
で

月

日
に
要
求
書
を
提
出
、
月
額

万

円

万

円
の
要
求
で
今
闘
っ
て
い

ま
す
。
建
交
労
大
阪
府
本
部
が

組
織
す
る
職
場
は
圧
倒
的
に
中

小
零
細
企
業
で
、
個
別
の
企
業

単
位
だ
け
の
交
渉
で
は
、
厳
し

い
経
営
実
態
が
あ
る
だ
け
に
、

賃
上
げ
交
渉
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、「
コ
ロ
ナ
不

況
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
へ
の
経

済
制
裁
が
強
め
ら
れ
る
中
で
、

燃
料
高
騰
に
拍
車
が
か
か
り
、

あ
ら
ゆ
る
物
価
が
軒
並
み
引
き

上
げ
ら
れ
る
中
で
闘
わ
れ
る
。

私
た
ち
の
真
の
敵
は
、
政
官
癒

着
政
治
と
大
企
業
優
遇
で
あ
る
。

ま
た
、
労
使
協
調
路
線
を
と
る

連
合
が
低
い
賃
上
げ
相
場
を
作

り
、
大
幅
賃
上
げ
が
進
ま
な
い

大
き
な
要
因
と
言
え
る
。
コ
ロ

ナ
不
況
か
ら
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
に
は
大
企
業
の
内
部
留
保

を
労
働
者
に
還
元
し
、
大
幅
賃

上
げ
を
実
現
し
よ
う

」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に

駆
け
つ
け
て
頂
い
た
大
阪
労

連
・
菅
議
長
、
大
阪
交
運
共

闘
・
庭
和
田
事
務
局
長
、
日
本

共
産
党
・
辰
巳
孝
太
郎
前
参
議

院
議
員（
大
阪
選
挙
区
予
定
候

補
）か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

一
般
社
団
法
人
府
大
阪
ト
ラ
ッ

ク
協
会
・
滝
口
専
務
理
事
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
府
本
部
・
荻

田
書
記
長
か
ら
コ
ー
ス
と
注
意

事
項
の
説
明
。
最
後
に
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
・
植
西
部
会
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
決
起

集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

こ
の
集
会
に
は
物
流
ウ
ィ
ク
リ

ー
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

（

面
に
つ
づ
く
）

建
交
労
大
阪
府
本
部
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド

月

日

政政
官官
癒癒
着着
政政
治治
とと
大大
企企
業業
優優
遇遇
をを
打打
ちち
破破
ろろ
うう

政
官
癒
着
政
治
と
大
企
業
優
遇
を
打
ち
破
ろ
う
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（

面
の
つ
づ
き
）

パ
レ
ー
ド
は
予
定
ど
お
り
午

前

時

分
に
舞
洲
ス
ポ
ー
ツ

ア
イ
ラ
ン
ド
陸
駐
車
場
を
大
阪

府
本
部
の
宣
伝
カ
ー
を
先
頭
に
、

関
西
ダ
ン
プ
支
部
の
ダ
ン
プ

台
、
そ
の
後
、
大
阪
労
連
の
宣

伝
カ
ー
と
福
岡
運
輸
・
関
西
合

同
支
部
の
ト
ラ
ッ
ク

台
、
最

後
に
関
西
支
部
の
宣
伝
カ
ー
と

此
花
支
部
の

台
と
関
西
支
部

の

台
が
続
い
て
出
発
し
、
途

中
、
野
田
阪
神
駅
前
で
宣
伝
行

動
を
行
っ
て
い
た
関
西
支
部
の

仲
間
た
ち
と
エ
ー
ル
交
換
を
行

い
、
そ
し
て
ナ
ン
バ
高
島
屋
前

で
宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い
た
大

阪
合
同
支
部
・
神
田
支
部
の
仲

間
と
も
エ
ー
ル
交
換
を
し
て

「
平
和
を
守
れ

ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
反
対

」「
コ

ロ
ナ
不
況
か
ら
経
済
を
活
性
化
。

運
輸
・
建
設
業
の
魅
力
あ
る
職

場
を
め
ざ
そ
う

」
と
府
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
無
事
に
パ

レ
ー
ド
を
終
了
し
ま
し
た
。

関
西
支
部
か
ら
は
井
住
運
送

（

台
）・
藤
井
商
会（

台
）・

大
和
運
送（

台
）が
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
、
決
起
集
会
に
は
パ

レ
ー
ド
参
加
者
と
支
部
役
員
を

中
心
に

人
が
参
加
。

野
田
阪
神
前
で
の
宣
伝
行
動

に
も
支
部
役
員
と
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
計

人
が
参
加
し
て
組
織

宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
、
全
国

ト
ラ
ッ
ク
部
会
作
成
の
「
ト

ラ
ッ
ク
運
輸
業

年
問

題
」
の
ビ
ラ
配
付
を
行
う
と
と

も
に
、「
平
和
を
守
れ

ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
反

対

」「
コ
ロ
ナ
不
況
か
ら
経

済
を
活
性
化
。
運
輸
・
建
設
業

の
魅
力
あ
る
職
場
を
め
ざ
そ

う

」
と
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

大大
企企
業業
のの
内内
部部
留留
保保
をを
労労
働働
者者
にに
還還
元元
せせ
よよ

大
企
業
の
内
部
留
保
を
労
働
者
に
還
元
せ
よ

運運
輸輸
・・
建建
設設
業業
のの
魅魅
力力
ああ
るる
職職
場場
をを
めめ
ざざ
そそ
うう

運
輸
・
建
設
業
の
魅
力
あ
る
職
場
を
め
ざ
そ
う

““大大幅幅賃賃上上げげ実実現現へへ””“大幅賃上げ実現へ”
““ウウククラライイナナ侵侵略略反反対対””“ウクライナ侵略反対”をを府府民民ににアアピピーールルを府民にアピール



年 日 日 建交労 関西支部 （ 月号）

＠

関
西
支
部
の
様
々
な
取
り

組
み
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ビ
デ
オ

画
像
な
ど
は
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
・
印
刷
が
で
き
ま
す
。

「
建
交
労
関
西
支
部
」
で
検

索
。
以
下
の

コ
ー
ド
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

組
合
活
動
の
大
き
な
力

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
よ
う

労供事業部員募集
セメント生
コンやトラッ
クの職場など
で日々雇用で
働きながら、
労働条件改
善・権利確保
などに取り組
む労働組合です。詳しくは、以下の電
話番号でお問い合わせください。
電話番号

第

部
学
習
会
は
、
鷹
巣
副

委
員
長
が
「
全
自
運
・
運
輸
一

般
・
建
交
労
の
歴
史
」
を
テ
ー

マ
に
約

分
間
の
講
義
を
行
い

ま
し
た
。

年
に
全
自
運
が
結

成
さ
れ
、
結
成
時
の
職
場
が
現

在
も
存
在
し
、
活
動
を
続
け
て

い
る
こ
と
な
ど
説
明
。
そ
し
て
、

年
に
小
樽
一
般
・
函

館
合
同
労
組
・
静
岡
中
小
労
連

が
組
織
統
合
し
、

年

に
運
輸
一
般
が
結
成
。

年
、
運
輸
一
般
時

代
に
武
建
一
が
関
西
地
区
生
コ

ン
支
部
の
約
半
数
近
い
組
合
員

を
引
き
連
れ
、
運
輸
一
般
か
ら

分
裂
し
た
歴
史
や
、
建
交
労
に

月

日
、

日
の
一
泊
二
日
で
建
交
労
大
阪
府
本
部
学

習
交
流
集
会
が
、
京
都
府
綴
喜
郡
の
大
正
池
グ
リ
ー
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
体
で

人
、
関
西
支
部
か
ら

は

代
・

代
の
組
合
員
を
中
心
に

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
目
の
第

部
学
習
会
は
、

前
村
委
員
長
が
「
全
日
土
建
か

ら
建
交
労
へ
変
遷
の
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
約

分
間
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

全
日
土
建
一
般
労
働
組
合
が

年
に
結
成
さ
れ
、

年
に
全
日
本
自
由
労
働

組
合（
略
称
・
全
日
自
労
）へ
改

名
し
た
こ
と
や
、

年

頃
に

万
人
と
な
っ
た
失
対
労

働
者
の
う
ち
、
全
日
自
労
に

万
人
が
結
集
し
、
労
働
者
階
級

の
闘
い
を
は
じ
め
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
民
主
運
動
、
平
和
運

動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。

年
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
で
、
炭
鉱

の
縮
小
・
閉
山
が
強
行
さ
れ
、

炭
鉱
労
働
者

万
人
の
首
切
り
、

三
池
炭
鉱
労
働
者

人

の
指
名
解
雇
の
押
し
つ
け
、

年
・

年
に
炭
労
と
共
同
共
闘

を
強
め
「
た
ろ
う
、
じ
ろ
う
」

（
炭
労
、
自
労
）の
闘
い
の
歴
史

な
ど
を
説
明
。年

に
は
、
全
日
自

労
、
全
国
建
設
、
建
設
・
資
材

一
般
労
働
組
合
協
議
会
に
加
盟

す
る

単
産
労
働
組
合
が
「
組

織
統
合
基
本
文
書
」
に
基
づ
い

て
組
織
統
合
し
、
全
日
自
労
建

設
一
般
労
働
組
合
（
略
称
・
建

設
一
般
全
日
自
労
）
を
結
成
。

最
後
に
建
交
労
に
組
織
統
合
し

た
後
、

メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
労
働
者
性
を
争
っ
て
最
高

裁
で
逆
転
勝
利
を
納
め
た
歴
史

と
闘
い
を
学
び
ま
し
た
。

歴歴
史史
をを
学学
びび
、、
次次
のの
世世
代代
へへ
伝伝
ええ
よよ
うう

歴
史
を
学
び
、
次
の
世
代
へ
伝
え
よ
う

建建
交交
労労
大大
阪阪
府府
本本
部部
学学
習習
交交
流流
会会

建
交
労
大
阪
府
本
部
学
習
交
流
会

な
っ
て
か
ら
エ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー

闘
争
・
西
神
戸
闘
争
で
職
場
組

合
員
の
解
雇
を
わ
ず
か

ヶ
月

程
度
で
撤
回
さ
せ
、
職
場
復
帰

さ
せ
た
闘
い
な
ど
を
説
明
。
現

在
の
建
交
労
大
阪
で
組
織
し
て

い
る
各
支
部
の
現
状
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
コ
ン
に
つ
い
て

は
関
西
支
部
・
藤
川
書
記
長
が

補
足
説
明
し
ま
し
た
。

学
習
会
参
加
の
組
合
員
か
ら

質
問
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
感
想
と
し
て
「
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
も
必
要
。
次
の
世
代

の
人
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。」

な
ど
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
職
場
問
題
・
悩
み
を
語
り
合
う

交
流
会
は
午
後

時

分
か

ら
開
始
さ
れ
、
大
阪
合
同
支

部
・
大
西
副
委
員
長
の
手
料
理

で
焼
き
肉
・
焼
き
そ
ば
・
お
で

ん
な
ど
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

交
流
会
の
途
中
に
関
西
支
部
・

高
橋
副
委
員
長
が
差
し
入
れ
を

持
っ
て
参
加
。
大
阪
全
体
、
ま

た
交
流
会
で
様
々
な
職
場
の
問

題
や
悩
み
な
ど
を
打
ち
明
け
合

い
、
午
後

時
頃
ま
で
交
流
し

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
支

部
と
交
流
が
出
来
て
、
自
分
の

知
ら
な
い
こ
と
も
聞
け
て
良

か
っ
た
。
年
に

回
は
交
流
会

を
や
っ
て
ほ
し
い
」「
や
っ
と

大
阪
全
体
の
組
織
が
仲
良
く
交

流
会
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
て

嬉
し
い
」「
各
支
部
が
頑
張
っ

て
大
阪
府
本
部
を
支
え
て
い
こ

う
」
な
ど
の
感
想
を
聞
き
、
大

阪
府
本
部
の
団
結
強
化
に
繋
が

り
ま
し
た
。
翌
日
は
、
朝
食
後

に
写
真
撮
影
し
て
解
散
し
ま
し

た
。

全
自
運
・
運
輸
一
般
・
建
交
労
の
歴
史

全
日
土
建
か
ら
建
交
労
へ
変
遷
の
歴
史


